
定例記者会見（ 10 月）次第  

 

平成 30年 10月 1日（月） 

                      午前 11時～ 

市長公室広報広聴係  

＜出席者＞ 

酒田市／市長、副市長 

危機管理監、企画部長、地域創生部長、農林水産部長 

 

酒田記者クラブ／各社 

幹事社／毎日新聞、ＹＴＳ（9月・10月） 

 

１ 開 会 

（1）発表事項 

 １．酒田市の各表彰制度 平成 30年度受彰者について（市長公室） 

 ２．「旧割烹小幡」運営予定者の募集について（交流観光課） 

 ３．新潟県・庄内エリアプレＤＣシンボル企画 おいしい食の都庄内酒まつりの

開催について（交流観光課） 

 ４．さかた産業フェア 2018・酒田市農林水産まつり 2018「酒田んめちゃ市」同

時開催のお知らせ（農政課、商工港湾課） 

  

（2）懇談・フリー質問 [幹事社] 

 

（3）その他 

   

２ 閉 会 

 

◆その他配布資料 

① 第 7回酒田つや姫ハーフマラソン大会を開催します（スポーツ振興課） 



 

 

 

記 者 会 見 資 料 

 

日時：平成３０年１０月１日（月） 

 

 

 

■酒田市の各表彰制度 平成３０年度受賞者について 

 

【功労表彰、市民表彰、農業賞、庄内文化賞、阿部次郎文化賞】 

 

総務部市長公室 

農林水産部農政課 

教育委員会社会教育文化課 

 

 

１ 各表彰制度の概要 ･･････････････････････････････････････P1 

 

２ 各表彰制度の受賞者一覧 ････････････････････････････････P３ 

 

３ 顕彰式の日程 ･･････････････････････････････････････････P４ 

 

４ 受賞者の功績内容 ･･････････････････････････････････････P５ 
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酒田市の各表彰制度の概要 

 

１ 功労表彰 【 酒田市表彰条例 】                 

功労表彰は、広く公共の福祉、市勢の発展に尽くされ、功労が特に顕著であって市民の模

範となるべき個人又は団体を表彰するものです。 

具体的には、 

(1) 市の教育、学術、文化の興隆に功績極めて顕著であるもの 

(2) 市の保健、衛生、環境の改善及び社会福祉の向上等において功績極めて顕著である

もの 

(3) 市の産業の振興その他都市の建設等において功績極めて顕著であるもの 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市民の模範となるべき篤行者 

 

○被表彰者  個人：４名  

 

 

２ 市民表彰 【 酒田市民表彰規則 】                

  市民表彰は、市民生活の向上及び公共的活動に尽くされた方や市民の模範となる篤行者を

表彰するものです。 

 具体的には、 

(1) 業務に精励し、市民生活の向上に寄与したもの   

(2) 公共的な活動に尽力され、その功労が顕著なもの 

(3) 前２号に掲げるもののほか、功労顕著なもの又は市民の模範となる篤行者 

 

○被表彰者  個人：４名  団体：１団体  

 

 

３ 酒田市農業賞（ 旧酒田市伊藤農業賞 ）【 酒田市農業賞表彰規則 】  

酒田市農業賞は、初代酒田農業協同組合長伊藤惣治郎氏のご遺志により、遺族から寄付さ

れた伊藤農業振興基金をもとに制定されたもので、農業振興に積極的に取り組み、今後の農

業経営の指針として他の模範となる個人又は団体を表彰するものです。 

 

○被表彰者  個人：２名    

 

 

４ 庄内文化賞【 酒田市庄内文化賞に関する規則 】  

庄内文化賞は、庄内地方に居住し、学術・美術・音楽・演劇・舞踊等の活動において、優れ

た成果を上げた個人又は団体を顕彰するものです。 

 

○被表彰者  団体：１団体    
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５ 阿部次郎文化賞【 酒田市阿部次郎文化賞に関する規則 】  

阿部次郎文化賞は、阿部次郎の偉業を記念し、庄内地方の文化向上に寄与することを目的

に、阿部次郎又は阿部次郎の哲学に関する研究、哲学、美学などの研究において、実績の顕

著な個人又は団体を顕彰するものです。 

 

○被表彰者  個人：１名   
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平成３０年度酒田市顕彰式 受賞者一覧        

■功労表彰 

番号 氏 名 住 所 年齢 功績の内容 

１ 工藤
く ど う

 幸治
こ う じ

 酒田市若浜町 79 歳 文化・芸術興隆 

２ 前田
ま え た

 直
なお

己
み

 酒田市上本町 73 歳 産業振興・篤行 

３ 栗谷
く り や

 義樹
よ し き

 酒田市みずほ２丁目 72 歳 保健・衛生 

４ 土門
ど も ん

 宏樹
ひ ろ き

 遊佐町遊佐字京田 65 歳 保健・衛生 

 

■市民表彰 

番号 氏 名 住 所 年齢 功績の内容 

１ 故 阿部
あ べ

 幸夫
ゆ き お

 酒田市駅東 1 丁目 
享年 

76 歳 
産業振興・国際交流 

２ 池田
い け だ

 金彌
き ん や

 酒田市亀ケ崎 3 丁目  71 歳 文化振興 

３ 冨樫
と が し

 雪男
せ つ お

 酒田市麓字坂ノ下 64 歳 消防防災 

４ 本間
ほ ん ま

 健
けん

 酒田市若竹町 2 丁目  62 歳 漁業振興 

５ 

特定非営利活動法人 

酒田港女
さかたこうおんな

みなと会議
か い ぎ

 
酒田市御成町 - 産業振興 
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■農業賞 

番号 氏 名 住 所 年齢 功績の内容 

１ 齋藤
さいとう

 一夫
い ち お

 酒田市山寺字宅地 6９歳 農業振興 

２ 佐藤
さ と う

 好博
よしひろ

 
酒田市中野曽根字四枚

田 
6７歳 農業振興 

 

■庄内文化賞 

番号 氏 名 住 所 年齢 分 野 

１ 黒森
くろもり

歌舞伎
か ぶ き

妻堂
さいどう

連中
れんちゅう

 酒田市黒森 － 伝統芸能（歌舞伎） 

 

■阿部次郎文化賞 

番号 氏 名 住 所 年齢 分 野 

１ 田中
た な か

 章夫
あ き お

 酒田市若宮町 2 丁目 68 歳 美学 

 

※敬称略、年齢は平成３０年１１月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市顕彰式の日程について 

 

   日 時  平成３０年１１月６日(火)午前１０時～ 

   会 場  ベルナール酒田 若原町２番１２号（電話２６－０１１１） 

  対 象  功労表彰、市民表彰、酒田市農業賞、庄内文化賞、阿部次郎文化賞 
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酒田市表彰条例に基づく『功労表彰』 

 工藤
く ど う

 幸治
こ う じ

 氏  

  79歳／文化・芸術興隆／酒田市若浜町 

------------------------------------------------------------------------- 

長年にわたり教員として学校教育の現場で教鞭をとられた傍

ら、芸術面におかれては洋画作家として活躍されました。 

昭和 51 年には県美術展において連続３回の受賞により無鑑

査、平成４年には山形県総合美術展洋画部門委嘱作家となり活

躍されました。 

平成 18年には、私設の酒田あいおい工藤美術館を開設される

など本市の文化芸術の振興と発信に努められました。 

また市芸術文化協会会長、土門拳記念館理事、市美術館理事の要職を務められてお

ります。 

本市の文化行政における市民協働の礎を築くとともに文化・芸術興隆に大きく貢献

されました。  

平成 20年 4月～現在 市芸術文化協会会長 

平成 20年 5月～現在 土門拳記念館理事 

平成 20年 5月～現在 酒田市美術館理事 

平成 25年 5月～現在 山形県芸術文化協会副会長 

 

前田
ま え た

 直
なお

己
み

 氏  

73歳／産業振興・篤行／酒田市上本町 

------------------------------------------------------------------------- 

平成 11 年に酒田法人会会長に就任され、平成 24 年には公益

社団法人化を成し遂げ、税知識の普及、納税意識の高揚に努め

られ、地域社会の発展に寄与されてきました。 

また、平成 10年に「小さな親切の会」運動本部の酒田支部の

設立に尽力されるとともに、平成 21年には会長に就任され、花

いっぱい運動、清掃ボランティア、小学校への図書の寄贈など

幅広く公益活動に尽力されました。さらにマエタテクノロジーリサーチファンドを活

用して産業振興と研究開発に対する支援や人材育成への資金助成をされたり、前田体

育振興基金を活用して小中高生やスポーツ団体への資金助成をされております。 

幅広い分野にわたり公共的な活動に尽力されたことにより、産業振興や市民生活の

向上に大きく貢献されました。 

平成 11年 5月～現在 公益社団法人酒田法人会会長 

平成 21年 4月～現在 公益社団法人「小さな親切の会」運動本部酒田

支部会長 

平成 11年 6月～現在 一般社団法人山形県法人会連合会副会長 

平成 24年 7月～平成 25年 7月 

平成 27年 7月～平成 28年 7月 

山形県公安委員会委員長 

（委員：平成 22年 9月～平成 30年 7月） 
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酒田市表彰条例に基づく『功労表彰』 

栗谷
く り や

 義樹
よ し き

 氏  

72歳／保健・衛生／酒田市みずほ２丁目 

------------------------------------------------------------------------- 

 平成 10 年に市立酒田病院の病院長に就任、また平成 20 年４

月には山形県・酒田市病院機構の理事長に就任され、日本海総

合病院と酒田医療センターの病院長を務められました。 

平成 26年４月には酒田地区医師会十全堂会長に就任され、酒

田地区医師会を牽引されてきました。 

休日診療所の設立や救急医療体制の整備拡大、平日夜間診療

の実施、地域医療連携推進法人日本海ヘルスケアネットの設立など地域医療の充実に

尽力されました。 

さらに、市の各種審議会委員や委員長などを務められ、市政全般にわたりご助言を

いただくなど、地域医療、保健衛生の発展のみならず市政の発展に大きく貢献されま

した。 

平成 20年 4月～現在 地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構理事長 

平成 26年 4月～平成 30年 6月 一般社団法人酒田地区医師会十全堂会長 

平成 18年 4月～平成 26年 3月 社団法人山形県医師会副会長 

平成 18年 4月～平成 26年 3月 社団法人日本医師会代議員 

 

 

土門
ど も ん

 宏樹
ひ ろ き

 氏  

65歳／保健・衛生／飽海郡遊佐町遊佐字京田 

 ------------------------------------------------------------------------- 

平成 23 年に酒田地区歯科医師会の会長に就任され地域歯科

医療の普及活動に努められました。また、山形県歯科医師会に

おいても理事、代議員副議長、副会長を歴任し、本市はもとよ

り県内の歯科医療の発展に貢献されました。 

「糖尿病と歯周病」をテーマとした講演会を開催したり、在

宅訪問歯科診療について説明会を開催し事業の推進に努められ

ました。また、訪問歯科診療や口腔ケア、栄養指導につなげるために在宅歯科支援室

を設置し、全身疾患の予防など生命の維持増進に直結したケアであることの大切さを

市民に普及されました。 

市民の歯科衛生思想の普及向上を通じて地域医療、保健衛生の発展に大きく貢献さ

れました。 

平成 23年 4月～平成 27年 5月 酒田地区歯科医師会長 

平成 27年 5月～現在 酒田地区歯科医師会顧問 

平成 23年 4月～平成 27年 5月 山形県歯科医師会代議員副議長 

平成 27年 5月～現在 山形県歯科医師会副会長 
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酒田市民表彰規則に基づく表彰 

故 阿部
あ べ

 幸夫
ゆ き お

 氏  

享年 76歳／産業振興・国際交流／酒田市駅東１丁目 

--------------------------------------------------------------------------- 

平成 18年「姉妹都市ジェレズノゴルスク・イリムスキー市友

好市民の会」に理事として参画され、同市との友好関係や相互

理解に大きく貢献されました。また、長年にわたりロシアとの

貿易に携われた経験と専門的な知識を活かし、事業者間の取引

に関しては欠かせない存在であり、対岸貿易の振興と酒田港の

利用促進にご尽力されました。 

特に、サンクトペテルブルク市において啓翁桜のプロモーション活動に取り組まれ、

エルミタージュ美術館における啓翁桜の展示の実現により、酒田市とサンクトペテル

ブルク市行政及び同美術館との強い絆を育むことができました。その結果、平成 30年

2月には、総務省の支援を受け、日露交流年を記念した同美術館の企画展示「啓翁桜、

雛人形、傘福の展示」を実施することができました。                                                                                                                                                                                                                                                

このように酒田港の振興や農産物の輸出拡大のみならず、ロシアとの貿易や友好関

係の構築に多大な貢献をされました。 

平成 18～22年、平成 27～30年 ジェレズノ市友好酒田市民の会理事 

平成 18年、27年、29年 市使節団としてジェレズノ市訪問 

平成 21年 2月～30年 山形県 対岸貿易アドバイザー 

平成 27年 4月～30年 酒田地区農産物輸出推進協議会アドバイザー 

平成 28年～30年 市使節団としてサンクトペテルブルク市訪問 

 

池田
い け だ

 金彌
き ん や

 氏  

71歳／文化振興／酒田市亀ケ崎３丁目 

------------------------------------------------------------------------- 

平成 17年に酒田市民俗芸能保存会会長に就任され、１市３町

の合併に伴い、旧３町の民俗芸能保存団体の市民俗芸能保存会

への加盟促進に尽力されました。その結果、旧町にある県指定

無形民俗文化財保存団体なども同保存会に加盟し、新市の民俗

芸能の伝承と発展に貢献されました。 

また、同保存会主催の酒田民俗芸能公演会に他市町村より国

の重要無形民俗文化財に指定されている保存団体を招へいし、団体同士の交流にも多

大な貢献をされました。さらに市内に残る民俗芸能の映像による記録保存の必要性を

説き、28 団体の映像記録が作成されるなど民俗芸能の保存伝承に大きな役割を果た

しました。 

民俗芸能の保存伝承および振興を通じて、本市の文化振興に大きく貢献されました。  

平成 10年 4月～平成 27年 4月 亀ケ崎獅子舞保存会会長 

平成 17年 6月～平成 29年 6月 市民俗芸能保存会会長 
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酒田市民表彰規則に基づく表彰 

冨樫
と が し

 雪男
せ つ お

 氏  

64歳／消防防災／酒田市麓字坂ノ下 

------------------------------------------------------------------------- 

昭和 50 年に八幡町消防団に入団して以来、41 年の長きにわ

たり、消防活動に尽力されました。 

平成 24年からは酒田市消防団八幡支団長として、団員の教育

と指導、消防施設の整備などに尽力され、災害および火災現場

などで指揮をとられました。 

団員の礼式・操法技術の向上を目指し、団員の消防学校入校

の推奨と教育訓練を励行されました。また、消防施設・機械器具など日ごろの整備・

点検が地域の安全を守ることにつながるとし、徹底した維持管理を団員に指導してこ

られ、地域の安全安心に大きく貢献されました。 

 

昭和 50年 4月 八幡町消防団入団 

平成 19年 3月 消防長長官より永年勤続功労章 

平成 24年 4月～平成 28年 3月 酒田市消防団八幡支団長 

 

 

 

本間
ほ ん ま

 健
けん

 氏  

62歳／漁業振興／酒田市若竹町２丁目 

------------------------------------------------------------------------- 

山形県船友漁撈長会の船団長を長年にわたり務め、数多い船

団の中で山形県船団を上位船団に押し上げられました。 

また、酒田港中型いか釣り船団出航式の開催にも寄与されま

した。 

いか釣り漁業に関する全国組織の要職を務め、操業海域での

船団間の取り決めや乗組員の待遇改善、業界全体の地位向上に

尽力されました。 

中型いか釣り漁業で水揚げ日本一を幾度も達成し、酒田港への貢献度も非常に高く、

本市における水産業の発展に大きく貢献されました。 

 

平成 17年 5月～25年 4月 山形県船友漁撈長会会長 

平成 25年 5月～現在 山形県船友漁撈長会顧問 

平成 20年 4月～22年 3月 

平成 24年 4月～26年 3月 

全国中型いか釣漁撈長連絡協議会会長 
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酒田市民表彰規則に基づく表彰 

特定非営利活動法人 酒田港女
さかたこうおんな

みなと会議
か い ぎ

 

産業振興／酒田市御成町 

--------------------------------------------------------------------- 

平成 10 年に県内の女性 11 名により設立され、魅力ある

酒田港づくりに寄与すべく、酒田港の整備や利用について

の意見交換、県民への情報発信事業などに取り組んできま

した。 

女性の視点とネットワークを活かして、平成 12年より県

内各地においてフォーラムやシンポジウムを開催し、酒田

港をテーマとした記念講演やパネルディスカッションなどを実施するとともに、平成

16 年からは、「発見！酒田みなとの探検隊」を毎年開催し、県内児童及び保護者が酒

田港の役割についての理解を深める活動に尽力されております。 

長年にわたる継続的な取り組みは「ポート・オブ・ザ・イヤー2016」の酒田港選定

にも寄与されるとともに女性活躍の先駆的取り組みでもあり、コンテナ取扱貨物量の

増加やクルーズ船の寄港など、近年活況を呈する酒田港の振興に大きく貢献されました。 

平成 12年 5月 日本港湾協会企画賞 

 

酒田市農業賞表彰規則に基づく表彰 

 

齋藤
さいとう

 一夫
い ち お

 氏  

69 歳／農業振興／酒田市山寺字宅地 

------------------------------------------------------------------------- 

平成元年に農事組合法人「山寺ＭＲＣ利用組合」を設立し、

同組合長として乾燥調製施設を運営し、地区農業者の機械コス

トの低減に貢献されております。 

平成 13年には松山穀類乾燥調製貯蔵施設の建設に尽力され、

初代松山カントリー利用組合組合長として同施設の利用率向上

と安定した運営に努められました。 

平成２年からは庄内松山農業協同組合理事、平成６年からは庄内みどり農業協同組

合理事として、同組合の発展に寄与されております。 

農業関係団体の指導的地位にあって、農業の発展に尽くされた功績は多大なものが

あります。 

平成元年 9月～ 農事組合法人山寺ＭＲＣ利用組合 組合長 

平成 2年 4月～平成 6年 3月 庄内松山農業協同組合 理事 

平成 6年 4月～平成 16年 6月 庄内みどり農業協同組合 理事 

平成 6年 4月～平成 13年 6月 松山町農業委員会 委員 

平成 13年 4月～平成 19年 7月 松山カントリー利用組合 組合長 

平成 19年 6月～ 庄内みどり農業協同組合 理事 
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酒田市農業賞表彰規則に基づく表彰 

 

佐藤
さ と う

 好博
よしひろ

 氏  

67 歳／農業振興／酒田市中野曽根字四枚田 

------------------------------------------------------------------------- 

平成７年から平成 29 年まで、永く農業委員を務められまし

た。在任期間中は、部会長や会長職務代理者などの要職を歴任

され、市全体の農業振興に貢献されました。 

また、北平田地区農業振興協議会会長の就任時に、地域の無

人ヘリ防除体制の確立などに尽力されました。 

自らの農業経営においては、水稲の良質米生産のほか、平成

７年から地域でも先駆的にネギ栽培に取り組み、栽培技術や農業生産性を向上するな

ど、水稲栽培と併せた複合経営モデルとして、地域農業において他の模範となるもの

です。 

 

昭和 63年～平成元年 北平田生産組合長会 会長 

平成 10年～平成 24年 北平田地区農業振興協議会 会長 

平成 7年 3月～平成 29年 11月 酒田市農業委員会 委員 

平成 23年 12月～平成 29年 11月 酒田市農業委員会 会長職務代理者 

 

 

 

 

酒田市庄内文化賞に関する規則に基づく表彰 

 

黒森
くろもり

歌舞伎
か ぶ き

妻堂
さいどう

連中
れんちゅう

 

伝統芸能（歌舞伎）／酒田市黒森 

------------------------------------------------------------------------- 

黒森歌舞伎は、黒森地区において、江戸時代中期の享保年間

から伝承されてきたといわれ、280 年以上もの歴史を誇る農民

歌舞伎です。妻堂連中と呼ばれる一座を中心として、連綿と受

け継がれてきたもので、様々な形で地区住民の生活に溶け込ん

でいます。 

全国各地で公演も行っており、多くの受賞歴と共に、県の無

形民俗文化財の指定を受けています。 

黒森歌舞伎は、本市が誇るべき伝統芸能、文化遺産であり、妻堂連中は、伝統文化

の継承と発展について大きく貢献されました。 
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酒田市阿部次郎文化賞に関する規則に基づく表彰 

 

田中
た な か

 章夫
あ き お

 氏  

68 歳／美学／酒田市若宮町２丁目 

------------------------------------------------------------------------- 

戦後全国初の私設美術館として昭和 22 年に開館した公益財

団法人本間美術館に、昭和 49 年に学芸員として着任、平成 19

年には館長に就任されました。 

古美術から現代美術まで幅広い種類がある、多くの貴重な収

蔵品を管理・展示する知識は確かで、そうした美術を展示等に

より地域に還元することで、地域貢献にも寄与しています。 

これまで 40 年以上の長きにわたり、美術を中心に文化芸術に携わり、その造詣の

深さとともに、文化芸術全般に係る識見も高く、本市の文化芸術振興に尽力した功

績は、顕著なものがあります。 

 

 

 

 

 

 



 

定例記者会見資料 

 

平成 30 年 10 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

「旧割烹小幡」運営予定者の募集について 

 

2021 年の春にオープン予定の「旧割烹小幡」の運営予定者を募集いたします。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○募集期間／10 月 1 日（月）～12 月 14 日（金） 

○募集条件／和館、洋館、蔵を一括して管理・運営する方（団体、共同経営体も可能） 

      設置目的に沿った事業計画をする方（選定委員会にて審査） 

      酒田市内に事業所を有する方または、共同経営体で市内本社の代表者と

市外本社の構成員による共同経営する方（ただし、業務を開始する前に、

本市に事業目的会社（現地法人）をおくことが必要） 

○使 用 料／売上額の 5％（ただし、下限額 152,000 円、上限額 500,000 円） 

○そ の 他／10月 9日（火）午後 3時～、市役所 7階 703号室で募集説明会を開催し

ます 

○スケジュール／実 施 設 計 平成 30年 8月 1日～平成 31年 4月 26日 

        公 募 平成 30年 10月 1日～12月 14日 

        選定委員会 平成 30年 12月下旬 

        小幡改修工事 2019年 9月～2020年 12月（予定） 

        オ ー プ ン 2021年春 

 

 

 

 

◆ポイント 

・2021年春から 2026年 3月 31日までの 5年間の運営予定者を募集します 

・運営予定者の意向を実施設計に反映させるために、早期に公募するものです 

・次の三つの設置目的に沿った運営予定者を募集します 

①中長期観光戦略のスローガンを展開するものとして、北前船文化や本市の歴

史（サブストーリー1）を紹介し、洋食の食文化（サブストーリー2）の魅力

の向上を図ること 

②日和山ゾーンのロケーションを生かした産業振興および観光振興に寄与す

ること 

③市民の憩いの場として利用できること 

お問い合わせ 

交流観光課 観光戦略主査 庄司英一 

℡ 26-5759、FAX 22-3910 



 

定例記者会見資料 

 

平成 30年 10月 1日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

新潟県・庄内エリア プレＤＣシンボル企画 

おいしい食の都庄内酒まつりの開催について 

このたび、新潟県・庄内エリア プレＤＣシンボル企画「おいしい食の都庄内

酒まつり」を下記のとおり開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おいしい食の都庄内酒まつりの詳細】 

○日時／10月 20日（土）正午～午後 5時 

○場所／中町にぎわい健康プラザ（酒田市中町２丁目４－１２） 

○チケット／前売券 1,000円（１１杯分） 

当日は 1杯 100円券を販売します。 

◆チケットは、酒田市役所地下売店や酒田観光物産協会「酒田夢の倶楽」、山形

県酒類卸㈱酒田支店、その他庄内エリア内の各酒販店で販売中です。 

○内容／①食の都庄内親善大使である太田政宏氏や庄内浜文化伝道師マイスタ

ーである石塚亮氏が監修した特別料理が数量限定で販売されます。   

②酒田のラーメンや芋煮などの庄内グルメを楽しめる「おいしい屋台」

がイベントを盛り上げます。 

    ③特設ステージでは、荘内藩甲冑研究会による演舞や「きてけろくん」

のじゃんけん大会などが行なわれます。 

 

◆ポイント 

○チケット制の日本酒イベント。美食・美酒県やまがたの全酒蔵の日本酒が 

1杯（約 50㍉㍑）100円で楽しめます。 

新潟県・庄内エリアディスティネーションキャンペーン（ＤＣ）とは 

新潟県・庄内エリアの両地域が共通する「食」「酒」等の魅力を中心に、Ｄ

Ｃのテーマを「日本海美食旅（日本海ガストロノミー）」としました。新潟県

と庄内エリアの広域での取組を実施し、ＤＣを契機とした更なる交流人口の拡

大に繋げます。 

○ＤＣ期間 2019年 10月 1日〜12月 31日 

プレＤＣ 2018.10.1〜12.31 / アフターＤＣ 2020.10.1〜12.31 

●お問い合わせ／交流観光課観光戦略係 

平井 雅史、小山 薫 

℡ 26-5759、FAX 22-3910 

Eメール kankou@city.sakata.lg.jp 



 

定例記者会見資料 

 

平成 30 年 10 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

さかた産業フェア 2018・酒田市農林水産まつり 2018 

「酒田んめちゃ市」同時開催のお知らせ 
 

さかた産業フェア 2018 と酒田市農林水産まつり 2018「酒田んめちゃ市」は、

今年度同時開催いたします。 

さかた産業フェアは、国内有数の技術を持った多くの地元企業が出展し、地域

の皆さんに酒田のものづくりのすばらしさを紹介するものとして開催します。

また、酒田市農林水産まつり「酒田んめちゃ市」は酒田の農林水産物の周知や生

産者と消費者との交流の促進を目的として開催するものです。 

本市最大の「産業」の祭典として、規模を大きく拡大して同時開催しますので、

取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆日時／10月 27日（土）、28日（日） 

午前 9時 30分～午後 3時 30分（雨天決行） 

◆会場／市国体記念体育館および周辺特設会場 

◆入場／無料 

◆表彰／酒田ものづくりアワードとして、今年度は東北銘醸株式会社および株

式会社山形飛鳥の 2社を表彰します 

◆その他／高校生以下を対象として、るんるんバス（土門拳記念館乗降者限定）の

無料措置を実施します 

 

 

 

 

 

 

 

【さかた産業フェア】 

◆内容／企業が製造・販売している各種製品の展示、新技術・設備の紹介。体験コー

ナーなど製造業を中心とした多数の企業が出展するほか学校の参加もあり、６６の企

業・団体が出展します。 

【酒田市農林水産まつり】(併催：森とみどりのフェスティバル) 

◆内容／とれたての農産物の試食、直売、船凍イカの販売など、秋の味覚が楽しめる

ほか、木工クラフト、各種制作体験等、51団体が出店します。 

【さかた産業フェア】 

お問い合わせ／商工港湾課企業立地･産業振興係 国松 真也 

TEL：0234-26-5361  FAX：0234-22-3910 

E-mail： shoko@city.sakata.lg.jp 

【酒田市農林水産まつり】 

お問い合わせ／農政課総合農政係 佐藤 俊太郎 

TEL：0234-26-5792 FAX：0234-26-6483 

E-mail：nosei-3@city.sakata.lg.jp 

 



 

定例記者会見資料 

◆さかたものづくりアワードについて 

酒田ものづくりアワードは、酒田市のイメージ向上、地域名のブランド化に

貢献していただいた企業を対象に感謝状・記念楯を贈呈するものです。 

平成２７年度は、「株式会社本間ゴルフ」に、平成２８年度は「株式会社東

北日本ハム」に、平成２９年度は「酒田米菓株式会社」に贈呈しております。 

 

◆今年度表彰企業及び表彰理由 

 ○東北銘醸株式会社 

 【表彰理由】 

 東北銘醸株式会社は明治の創業以来、時間と手間のかかる昔ながらの伝統手

法「生もと造り」による酵母育成法にこだわって酒造りを行い、現在はすべて

の酒を「生もと造り」で仕込んでいる全国でも数少ない酒蔵となっている。今

年度、初出品ながら世界最大規模の酒類品評会である「インターナショナル・

ワイン・チャレンジ（ＩＷＣ）」のＳＡＫＥ部門で年間最優秀酒蔵に輝き、「初

孫」の名はもちろんのこと、「酒の酒田」の名を世界に広く発信したことは本

市のイメージ向上、地域名のブランド化に大きく貢献していることから酒田

ものづくりアワードを贈呈するものです。 

 

 ○株式会社山形飛鳥 

 【表彰理由】 

 株式会社山形飛鳥は、「イカに恋してる。」をキャッチフレーズに、鮮度にこだ

わり、品質本位の商品づくりに励まれている。平成２８年度には本市京田西工

業団地に新工場を建設し、製造された商品を販売する際には、酒田港で水揚げ

された船凍いかであることを掲げ、「酒田」の名を日本国内を始めとして、世

界へも発信していることは本市のイメージ向上、地域名のブランド化に大き

く貢献していることから酒田ものづくりアワードを贈呈するものです。 



◆さかた産業フェア イベントピックアップ 

○せんべい文字アートでギネス世界記録に挑戦！！ 

 酒田米菓のせんべいを使用したせんべい文字アートでギネス世界記録に挑みます。 

・１０月２７日（土）午後３時～ 認定セレモニー 

○キャラメルマシーンスペシャルライブ 

 酒田出身の「ＳＡＤＡ」と相方の「おだじ」が繰り広げるサイエンスマジックショーを開催します。 

・１０月２８日（日）午前１１時３０分～ 午後１時３０分～ 

○ペーパーラボ再生紙で作る紙飛行機教室 

 親子で楽しめる紙飛行機製作ワークショップです。 

 ・１０月２７日、２８日の両日開催 

○その他イベント多数開催 

  伝統木構造模型の建て方、上棟式 [エアリフォームＬＬＰ（ムクの木会）] 

 ・１０月２７日 午前１１時３０分～ 

えねこライブキッチン [荘内電気設備株式会社] 

・１０月２７日 正午～午後１時 

ロボットコンテスト [中村ものづくり塾] 

・１０月２７日 午後１時３０分～午後３時 

ＵＩＪトークライブ [一般社団法人日本西海岸計画] 

・１０月２８日 午前９時３０分～ 

ドローン屋外操作体験 [山形ドローン協会] 

・１０月２７日、２８日の両日開催 

◆酒田市農林水産まつり イベントピックアップ 

○米粉レシピコンテスト 

 酒田産の米粉を使ったレシピコンテスト。書類審査を通過した３レシピ（予定）が試食審査を行います。 

 ・１０月２７日（土）午前１１時～正午（料理部門） 

 ・１０月２８日（日）午前１０時３０分～１１時３０分（デザート部門） 

○＃酒田んめちゃコンテスト 

  酒田産の農林水産物のおいしさや魅力などが溢れる写真の展示。優秀賞は来場者による投票による審

査で決定します。 

 ・１０月２７日（土）、２８日（日）随時受付 

○各種ふるまいやプレゼント 

 酒田女鶴を用いた餅のふるまい[先着１５０名] 

 ・１０月２７日（土）午前１０時３０分～ 

  きのこのプレゼント[先着１００名] 

 ・１０月２７日（土）午後１時～ 

  おばこ梅を使った梅ジュースのふるまい[先着１５０名] 

 ・１０月２８日（日）正午～ 

  花木の苗木プレゼント[先着１００名] 

 ・１０月２８日（日）午後１時～ 

 

別紙資料 







 

定例記者会見配布資料 

 

平成 30 年 10 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

第 7 回酒田つや姫ハーフマラソン大会を開催します 

 

このたび、市民の健康増進と、交流人口の拡大を目的としたスポーツツーリズ

ムに取り組むために「第 7回酒田つや姫ハーフマラソン大会」を開催致します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オープニングセレモニー】 

○開催期日／10月 21日（日）午前 9時 30分～       

○場所／市光ケ丘陸上競技場前の国道 112号（スタート地点） 

◆大会当日は、大繁盛ハロウィン祭会場との交流を図るために市光ケ丘陸上 

競技場との間で、シャトルバスを 3台往復運行（11:30～14:30）します。 

 

 

 

 

 

○今大会の規模／参加者数 1,725人（前年比 59人減） 

内、県外参加者 451人（全体の 26.14％：前年比 10人増） 

一般 1,415人、高校生 19人、中学生 115人、小学生 176人 

種目別／【ハーフ】690人【10㎞】512人 【5㎞】232人 

【3㎞】115人【1㎞】176人 

過去参加数／第 1回（H24）1,966人、第 2回（H25）1,477人、第 3回（H26）1,573人 

第 4回（H27）1,868人、第 5回（H28）1,931人、第 6回（H29）1,784人 

○今大会の特徴 

○RUN as ONE – Tokyo Marathon 2019(準エリート)との提携大会 

本大会出場者（山形県陸協登録者）より 25人の出場枠（男性 18人、女性 7人）。 

○ゲストランナーは“つや姫大使”の野々村真さん。10㎞に出場（2年連続）。 

○日本陸上競技連盟公認大会。ハーフマラソン・10㎞の 2コースが日本陸上競技 

連盟の公認コース。日本陸上競技連盟登録ランナー105人出場（うち山形県 48人）。 

○メディカルランナー9人（県内 3人、県外 6人）。 

○給水所を 15か所設け、果物（和なし・庄内柿・バナナ）、ドリンク等を提供。 

○アーリーエントリー（5/31まで）として 531人に「つや姫２合」をプレゼント。 

○おもてなしとして「おいしい食の都庄内酒まつり実行委員会」の協力により市外参加者

（879人）に対し、酒まつり券「300円」をプレゼントし、交流を図ります。 

●お問い合わせ 

市スポーツ振興課スポーツ振興係 樋渡 

℡ 43-6651、FAX 23-2257 

Eメール sports@city.sakata.lg.jp 


